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いつものこどもの活動にちょっと工夫してみたい。み

んなでできることがしたい・・エコを意識して、手作

りおもちゃを作るのはどうかしら？こども達には少

しの工夫で面白いものが作れることに気づいて欲し

い。まず、私たちがつくり方を覚えて、それをこども

に教えたり一緒につくる時間をもてればいいな。手づ

くりおもちゃのつくり方がいいかも！ 

講師が“からくりおもちゃ”を使ってお話をすすめます。 

先ずはみんなで自己紹介。 

・おもちゃの種類 

○牛乳ﾊﾟｯｸでつくるおもちゃ 

ｻｲｺﾛﾊﾟｽﾞﾙ、ｶｽﾀﾈｯﾄ、でんでんだいこ、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、自転車、 

船、貯金箱、ﾗｯｺ、びっくり箱、変身 BOX、紙つばめ、こま、かざぐるま、

ﾌﾞﾝﾌﾞﾝこま 

○ｽﾄﾛｰでつくるおもちゃ 

ｽﾄﾛｰｸﾞﾗｲﾀﾞｰ、ｽﾄﾛｰｺﾌﾟﾀｰ、ｽﾄﾛｰﾛｹｯﾄ、笛 

○割りばしでつくるおもちゃ 

輪ｺﾞﾑてっぽう、竹返し、大砲、ﾌﾞﾝﾌﾞﾝこま 

○紙ｺｯﾌﾟでつくるおもちゃ 

鳴くにわとり、糸でんわ、ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ、ﾚｰｼﾝｸﾞｶｰ 

○ペットボトルでつくるおもちゃ    風車、けん玉 

講師から“おもちゃづくり”のコツやこれから自分達でこどもに教えられ

るよう、材料の入手方法や準備物についての話があります。 

１回完結型 

９０分 

●研修実施までのながれ● 

 
費用は無料です。 

TEL ０６－４９６３－３２５４                  

（地域こども体験活動研修事業担当まで 

 ※電話でのお問合わせは月～金の 9:00～17:30） 

または kodomo-kirakira@kyoiku-shinko.jp まで。 

（メールは 24時間受付けています） 

 

 

研修プログラムについて

の打ち合わせ 

団体の概要、団体の課題、現状や研修に求めるものなど

についてお伺いします。 

研修プログラム 

提案・決定 

お伺いした情報に基づき、最適と考える研修プログラムを

提案し、研修内容を決定します。 

研修実施 

 

サポート 

研修で学んだことがこどもと関わる活動の中で活かせる

よう状況に応じてアドバイスをします。 

※プログラム内容のための打合せや講師とのスケジュール調整などに時間を要しま

す。実施 2ヶ月前にはお申込みをして下さい。お気軽にご連絡下さい。 

 

 

（財）大阪市教育振興公社 青少年事業課 「地域こども体験プログラム」事務局 

TEL ０６－４９６３－３２５４ （地域こども体験活動研修事業担当まで※受付時間は９：００～１７：３０） 

FAX ０６－６２６３－１４４４または kodomo-kirakira@kyoiku-shinko.jp まで。 

（FAX・メールは 24時間受付けています） 

  

 

  

 

お問合せ先 地域こども体験活動研修事業に関するご質問・ご意見などお気軽にお問い合わせ下さい 

 
 

こどもの頃作った物もあって、「懐かしい」との声が

上がり、今回の研修には身が入りました。参加者

がそれぞれ幾つかずつおもちゃ作りの指導法を覚

えました。大人同士で教えあうことで、みんながﾚﾊﾟ

ｰﾄﾘｰを増やしていけます。 

 

研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参加者の声 

分野② 実技を通したコミュニケーション力アップ研修 

○ 目 的  こどもと一緒に実技に取り組む中から、コミュニケーション力を身につける。 

○ 内 容  こどもとのコミュニケーションを高める研修、こどものやる気を引き出すコーチング研修、障が 

         いがあるなど、さまざまなこどもを含む集団の遊び方研修。 

○ 手 法  地域こども体験プログラム講師が持っている、長年にわたってつちかってきた専門的な経験やノウ 

        ハウの蓄積に直接触れることを通して、コミュニケーション力を高めるための技術を身につけます。 

分野① 実技指導力アップ研修 

○ 目 的  工作や遊び種目を身につけ、講師になってこどもに指導できる力を養う。 

○ 内 容  万華鏡の遊び方･作り方、２本の縄で縄跳び、ジャグリングの基本･集中力を養う、楽しい 

マジックレクチャー、こども目線で紙芝居を創る･口演する….など「地域こども体験プログラム」 

各メニューの指導法を学ぶ。(メニューによってはできないものもあります。ご相談ください。) 

○ 手 法  自分ができるだけでなく、初歩的なことをこどもに教えられるように、ポイントを指導します。 

 

○ 手 法 

 

分野③ こども体験活動企画力アップ研修 

Ⅰこども体験活動安全管理 

○ 目 的  こども体験活動に事故があってはなりません。 

        しかし、何でも「危ないからダメ」では活動は成立しません。 

指導者が安全管理の大切さを身をもって体験し、考えることで事故の危険は確実に減らすことがで 

きます。 

○ 内 容  野外活動の事故事例とリスクマネジメント、指導者に求められる安全対策、心構え、 

法的責任危険予知トレーニング….など。 

○ 手 法  リスクの考え方や事故事例紹介は講義。危険予知トレーニングはグループディスカッション。 

 

Ⅱこども体験活動企画お助け会議 

○ 目 的  「新しい活動に取り組みたいけれど、日常活動で手一杯だし、何より、どこから手をつけて 

どう進めたらよいのか？」の声にお応えします。地域の資源を発掘し、こどもも大人もワクワクする 

新しい体験活動を企画しませんか。 

○ 内 容  地域での楽しい活動事例に学ぶ、企画運営の手法、地域資源の発見と活用、年間計画の点検な 

        ど。企画する体験活動の分野は、仕事体験、ボランティア体験、文化体験、ものづくり体験など。 

○ 手 法  企画ノウハウを持つＮＰＯの若いスタッフと一緒に自由に知恵を出し合い、ワークショップの手法で作 

        業することにより、もう一度地域を見つめなおす機会を提供し、あなた自身の力で、こどもたちが元気 

        になるアイデアを見つけるお手伝いをします。  

○ 分野①・②・③の基本プログラムから、申込み団体の実施目

的や希望に合わせて選んでいただきます。 

合わせて選べます。 

提供プログラム 


